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SERIES  A  LETTER  FROM  PRISON」である。『石川啄木全集』第４巻（1980，338頁以下，
とくに349頁）。この陳弁書の後に記述されている，EDITOR’S NOTES には，秘密裁判の上
に死刑に処することに対する編集部内における議論の様子が書かれてある。
－ 5－
　第一，検事の聞取書なるものは，何を書てあるか知れたものでありません。
私は数十回検事の調へに会ひましたが初め二三回は聞取書を読み聞かされまし
たけれど，其後は一切其場で聞取書を作ることもなければ随つて読聞せるなど
といふことはありません。其後，予審廷に於て時々検事の聞取書にはかう書い
てあると言はれたのを聞くと殆と私の申立とは違わぬはないのです。大抵，検
事が斯うであらうといつた言葉が，私の申立として記されてあるのです。多数
の被告に付ても皆な同様であつたらうと思ひます。其時に於て予審判事は聞取
書と被告の申立と郭れに量きを置くでしやうか，実に危険ではありませんか。
　又検事の調へ方に就ても，常に所謂「カマ」をかけるのと，議論で強ひるこ
とが多いので，此カマを看破する力と，検事と議論を上下し得るだけの口弁を
有するにあらざる以上は，大抵検事の指示する通りの申立をすることになると
思はれます。私は此点に就いて一々例証を挙け得ますけれどクダクダしいから
申しません，唯だ私の例を以て推すに，他の斯る場所になれない地方の青年な
どに対しては，殊にヒドかつたらうと思はれます。石巻芳夫が「愚童より宮下
の計畫を聞けり」との申立を為したといふことの如きも，私も当時聞きまして，
また愚童を陥れむが為めに奸策を設けたなと思ひました。宮下が爆弾製造のこ
とは，愚童，石巻の会見より遙か後のことですから，そんな談話のある筈があ
りません。此事の如きは余りに明白で直ぐ分りますけれど，巧みな「カマ」に
は何人もかかります。そして「アノ人がそう言へば，ソンナ話があつたかも知
れません」位の申立をすれば，直ぐ「ソンナ話がありました」と確言したやう
に記載されて，之が又他の被告に対する責道具となるやうです。こんな次第で
私は検事の聞取書なるものは，殆と検事の曲筆舞文牽強附会で出来上つてゐる
だらうと察します。一読しなければ分りませんが」８）。
３　死刑判決と執行
　１月４日，啄木は，東京朝日新聞社を仕事始めで出社した後，夜，幸徳の陳弁書
を筆写し始める。翌日，この陳弁書の筆写を了した。４日の日記には，幸徳秋水の
８）前掲『大逆事件（一）』91頁。
－ 6－
無政府主義に対する誤解の弁駁と検事の取調に対する上記のような不法ぶりが開陳
されている。
　啄木は，陳弁書からして「決して自らこのような無謀を企てる男ではない。そう
してそれは平出君から聞いた法廷での事実と符合している。幸徳と西郷！　こんな
ことが思われた」と記す。
　1911年１月18日以降の日記より，暗黒事件に関する記載のある箇所の幾日分を抜
粋する。
　一月十八日　半晴　温
　今日は幸徳らの特別裁判宣告の日であつた。午前に前夜の歌を精書して創作
の若山君に送り，社に出た。
　今日程予の頭の昂奮してゐた日はなかつた。さうして今日程昂奮の後の疲労
を感じた日はなかつた。二時半過ぎた頃でもあつたらうか。「二人だけ生きる
生きる」「あとは皆死刑だ」「ああ二十四人！」さういふ声が耳に入つた。「判
決が下つてから万歳を叫んだ者があります」と松崎君が渋川氏へ報告してゐた。
予はそのまま何も考へなかつた。ただすぐ家へ帰つて寝たいと思つた。それで
も定刻に帰つた。帰つて話をしたら母の眼に涙があつた。「日本はダメだ。」そ
んな事を漠然と考へ乍ら丸谷君を訪ねて十時頃まで話した。
夕刊の一新聞には幸徳が法廷で微笑した顔を「悪魔の顔」とかいてあつた。
〔受信〕牧水君より。
　一月十九日　雨　寒
　朝に枕の上で国民新聞を読んでゐたら俄かに涙が出た。「畜生！　駄目だ！」
さういふ言葉も我知らず口に出た。社会主義は到底駄目である。人類の幸福は
独り強大なる国家の社会政策によつてのみ得られる，さうして日本は代々社会
政策を行つてゐる国である。と御用記者は書いてゐた。
　桂，大浦，平田，小松原の四大臣が待罪書を奉呈したといふ通信があつた。
内命によつて終日臨時閣議が開かれ，その伏奏の結果特別裁判々決について大
－ 7－
権の発動があるだらうといふ通信もあつた。
　前夜丸谷君と話した茶話会の事を電話で土岐君にも通じた。
　一月二十四日　晴　温
　梅の鉢に花がさいた。紅い八重で，香ひがある。午前のうち，歌壇の歌を選
んだ。
　社へ行つてすぐ，「今朝から死刑をやつてる」と聞いた。幸徳以下十一名の
ことである。ああ，何といふ早いことだらう。さう皆が語り合つた。印刷所の
者が市川君の紹介で夜，幸徳事件の経過を書き記すために十二時まで働いた。
これは後々への記念のためである。
　薬をのましたせゐか，母は今日は動悸がしなかつたさうである。
　一月二十五日　晴　温
　昨日の死刑囚死骸引渡し，それから落合の火葬場の事が新聞に載つた。内山
愚童の弟が火葬場で金槌を以て棺を叩き割つた──その事が劇しく心を衝いた。
　昨日十二人共にやられたといふのはウソで，管野は今朝やられたのだ。（中
略）かへりに平出君へよつて幸徳，管野，大石等の獄中の手紙を借りた。平出
君は民権圧迫について大に憤慨してゐた。明日裁判所へかへすといふ一件書類
を一日延して，明晩行つて見る約束にして帰つた。
　一月二十六日　晴　温
　社からかへるとすぐ，前夜の約を履んで平出君宅に行き，特別裁判一件書類
をよんだ。七千枚十七冊，一冊の厚さ約二寸乃至三寸づつ。十二時までかかつ
て漸く初二冊とそれから管野すがの分だけ方々拾ひよみした。
　頭の中を底から掻き乱されたやうな気持で帰つた。印刷所三正舎から見積書
が来た。釧路から小奴の絵葉書をよこしたものがあつた。
〔受信〕釧路の斎藤秀三氏より。三正舎より９）。
９）前掲・注５）全集第６巻185～192頁。
－ 8－
　大審院は，政府が無政府主義者を一挙に撲滅
することを企図し，検事が空想から生み出した
謀議を実在化させ，24名の者を死刑とする判決
文を作成する役割を忠実に演じた。こうして，
犯行計画があろうはずもなく，無論，物的証拠
も存在せず，人証の申請も却下された11月謀議
は，事実とされたのである。1884年の太政官布
告による爆発物取締罰則も治安弾圧を目的とし
ていたのであり，その前文は，実行行為だけで
はなく，思想や考えを含めて裁くことを本質と
していた。大逆罪も同様である10，11）。
　現在，わが国で進行中の共謀罪は，まさしく
10）大逆事件の概要については，前掲・注２）http ://ja.wikcipedia.org/wiki
11）死刑判決を報道した新聞記事で「悪魔の顔」として掲載した，幸徳の肖像は，『大逆事件（二）』
（2002，専修大学今村法律研究室刊）からの転載である。
その再現を図らんとするものではないか。
　啄木は，この月の30日不調を押して出社した，そして，これが最後の出勤となる。
結核の病魔は，1912年４月13日，26歳２ヶ月の人生の終焉を迎える程に啄木を蝕ん
でいたのである。
４　啄木の歌
　この事件について啄木が詠んだ歌を数首引用する。
秋の風我等明治の青年の危機をかなしむ顔撫でゝ吹く
時代閉塞の現状を如何にせむ秋に入りてことに斯く思ふかな
地図の上朝鮮国にくろぐろと墨をぬりつゝ秋風を聴く
明治四十三年の秋わが心ことに真面目になりて悲しも
　　　「九月の夜の不平」『創作』（明治43年10月短歌号）（第１巻第８号）
今日よりは
幸徳秋水肖像
－ 9－
我も酒など呷
あふ
らむと思える日より
秋の風吹く
　　　『一握の砂』より
やや遠きものに思いし，
テロリストの悲しき心も
　近づく日あり
　　　「やまいの後」『新日本』（明治44年７月号）より
５　大逆事件批判
　冤罪とは，今村力三郎によれば，「余人は冤罪とは，常に全然無実の罪に陥った
者のみのやうに考えているが，我々専門家のいふ冤罪とは，ある罪を犯したという
事実はあっても，裁判官の認定が事実の真相を誤ったり，あるいは法律の適用を誤
ったりして，相当刑よりも加重の刑罰に処せられた場合も等しく冤罪とするのであ
る。」という（「冤罪考」）。
　しかし，本件は，今村力三郎が，「私は今に至るもこの24名の被告人中には，多
数の冤罪者ふくまれていたと信じています。（中略）裁判所は予断をいだき，公判
は訴訟手続上の形式に過ぎなかったと，私は考えていました」（今村力三郎「幸徳事
件の回顧」）と云うように，まさしく無実の者を，国家権力が絞首刑に至らしめた
事件なのである。
　1961年１月18日になされた再審請求申立が最高裁で特別抗告棄却として退けられ
たとしても，宮下らの被告人を除けば，この事件は，冤罪そのものであると考える
べきであろう。
　この事件は，中国東北部（満州）への進出に続き，韓国併合を目論む日本国家に
よる，非戦論者や無政府主義者の口封じのための冤罪以外の何ものでもない。こう
して，国民の人権を確保すべきはずの国家は，必要であるときには，「法と裁判」
の名において無辜の者を権力的に死刑台に送るのである。かの後藤昌次郎弁護士は，
冤罪を「国家の業
さが
」と表現し，国家の存在理由を根元的に問う問題であると指摘し
た12）。本件暗黒事件も，事情は異ならない。
－ 10－
　しかるに，明治政府の時代においてのみならず，昭和に至っても，さらに，戦後
においても，幸浦，三鷹，松川，二俣，八海，花巻，菅生，弘前，財田川事件など
と，冤罪は尽きて絶えることがない13）。警察官と検察官が犯罪をでっちあげ，司法
がこれに左端するのである。この暗黒裁判では大審院のすべての判事が検事総長の
「有罪意見書」「論告」を追認した。そして，現在では，下級審の裁判所のみならず
最高裁判所の判事も，多くの冤罪事件で，検察官の求刑に盲目的に追随するにとど
まることが多い。これでは，国民の人権は，画餅にすぎない。
　日本国憲法の改悪作業が進捗する最中，再び，自衛隊が軍隊として海外派兵され
ている。愚は繰り返され，似非のインテリもポピュリストとなりこれを支持する。
　大政翼賛の木枯らしが吹きすさぶ。
　啄木がこの有様を見聞したとすれば，どのような歌を詠むであろうか。
12）後藤昌次郎『冤罪』（1979，岩波新書）はしがき。
13）上田誠吉 =後藤昌次郎『誤った裁判』（1960，岩波新書）。
